



>( スライド: 東北大における留学生協働による学習支援 /
ユ・キョンラン )































































































年度 私費留学生 国費留学生 総計
平成19 832 347 1,179
平成20 877 341 1,218
平成21 1,006 340 1,346
平成22 1,165 346 1,511
平成23 1,166 332 1,498
平成24 1,129 303 1,432





























































Berry, Kim, Minde, & Mok, 1987; Mena,
Padilla, & Maldonado, 1987) 。
あまりにも克服できない問題にぶつ
かったときの「mental disease」である






(Berry & Kim, 1988; Jayasuriyam, 
Sang,& Fielding, 1992)。
心理適応問題
(Psychological Acculturation)
Mental disease
Acculturative stress
Behavioral shift
心
理
適
応
問
題
の
大
き
さ
コンシェルジュの仕事 – 母国紹介
• オープンキャンパスの際、訪問した高校生に韓国の文化と高
校生の受験生活について紹介した。
• 韓国文化の特徴：ダイナミック(過ぎる)。
• 韓国高校生の受験生活：部活ができないほど、ほとんどの時
間、勉強している(1日中18時間程度)。「受験地獄」そのもので
ある。
• その他：韓国の政治家、芸術家などを紹介。
コンシェルジュの役割とは
• 国際交流の窓口：母国を日本人に紹介し、日本を留学生に紹介する。
• 学問的役割：情報収集の手伝い。メイン図書館にいることで、自分の所属
を関係なくアクセスしやすい。
（留学生支援課などもあるが、場所が把握しづらいという声もある。東北大
学で最も身近に覚えられる場所はメイン図書館である。）
• 生活の相談：日本適応を手伝う
留学生
新種のソーシャル・サポート
ソーシャル・サポート
「ソーシャルサポート」とは「他者が危機に直面しと人の①心理的資源の動員を助けることで、
個人の感情的な負担を抑制する、②課題を共有する、③危機に対処するための物質的・手
段的資源および認知的指針を提供する、という3つの主要な機能を果たすことによって個人
の心身の健康状態を促進すること」 Caplan(1974)
「ソーシャルサポート」とは「愛情、肯定、援助という三つの要素を少なくとも１つ以上含む個人
間の相互交渉」 Khan&Antonucci(1980)
在日中国系留学生の適応の基盤は来日後３～９ヶ月の時期に形成され、その段階で、留
学生が多くのソーシャルサポートを受け取れば、彼らの適応は改良されるが、この時期に
ソーシャルサポートが得られなければ、後でソーシャルサポートが得られても適応の促進
に直接役立たない。周(1995)
留学生の悩み
•研究
• 研究計画書の書き方、先行研究の検索
•人間関係
• 指導教員、研究室の仲間
•生活の面
• 経済的な問題
• 生活の全般的なこと（例えば、ゴミ捨て）。
留学生の声
– コンシェルジュに会って悩みの解決になったか
• 研究
• 書籍や電子ジャーナルの検索がうまくできなくて、研究をどう進めばいいか戸
惑ったが、コンシェルジュの手伝いで方向性が見えてきた。
• 人間関係
• 仲間や指導教員とは違って、コンシェルジュには親しみがある。
• 自分の国からの東北大留学生は数少なくて孤独だが、国籍が異なるものの、コ
ンシェルジュと話し合うと安心できる。
• 生活の面
• 普通暮らしの面での疑問や悩みはくだらないものばかりであり、聞く自体が不便
である。しかし、コンシェルジュには気軽に何でも相談できる。
• その他
• 不安な気持ちを伝えるだけで、心が楽になる。
• OPACを多言語インターフェースにするなど、少しだけ気をつかってもらうだけで、
留学生はありがたくなるが、そういった気づきがないような気がする。
感想
•自分が大学に戻ったときの悩みと同じ悩みを抱えて
いる留学生が結構いる。(文献の探し方に戸惑うな
ど)
•支援を受けるだけの立場ではなく、自分の日本での
生活と経験を生かし、人に役に立つことができる。や
りがいを感じる。
•コンシェルジュ同士の情報交換があって、暮らしに役
立つと考えられる。
評価
項目 評価
集中度 O
親切度 △
出席率 O
非遅刻率 △
反省をふまえ： 遅刻をしない。親切に対応する。
今後の希望
• コンシェルジュが単に辞書通りの「管理人」ではなく、留学生が
留学生をサポートするという、新概念のソーシャル・サポート
になっていってほしい。
• コンシェルジュの人数を増やすよりも、コンシェルジュの国籍
の数を増やしてほしい。
• OPACホームページの多国語化（全部はできないが、頻繁に
使われるメニューのタイトルや検索項目などでも様々な言語
に訳することはできるのではないか）
